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それゆけ！
ほむらくんの
実践防火講座！

ほ
む
ら
く
ん
の

　
　
　
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
！

設
置
義
務
化
か
ら
10
年
を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
設
置
し
て
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る

も
の
は
電
源
の
電
池
切
れ
に
よ
り
機
能
し
な
く
な
る
も
の
が

出
始
め
て
い
る
。

電
池
交
換
を
し
て
も
電
子
部
品
の
劣
化
で
火
災
を
感
知
し
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
体
の
交
換
が
お
ス
ス
メ
だ
。

自動火災報知設備（受信機）

音響装置

文：よしむら りょうた　絵：おぎの じゅんこ

自
動
火
災
報
知
設
備

【
関
係
法
令
】

　
消
防
法
施
行
令
第
21
条

　
消
防
法
施
行
規
則
第
23
条
〜
第
24
条
の
2

　
神
戸
市
火
災
予
防
条
例
第
39
条

【
設
置
が
必
要
な
防
火
対
象
物
等
】

（
面
積
関
係
な
く
必
要
）

　
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、

　
高
齢
者
施
設
、
飛
行
機
格
納
庫
、
文
化
財
、

　
特
定
一
階
段
等
防
火
対
象
物
な
ど

（
延
べ
面
積
3
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）

　
飲
食
店
、
物
販
店
、
幼
稚
園
な
ど

（
延
べ
面
積
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）

　
共
同
住
宅
、
学
校
、
工
場
、
倉
庫
な
ど

住
宅
用
火
災
警
報
器

【
関
係
法
令
】

　
消
防
法
第
9
条
の
2

　
神
戸
市
火
災
予
防
条
例
第
30
条
の
2
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
30
条
の
6

【
設
置
が
必
要
な
防
火
対
象
物
等
】

　
自
動
火
災
報
知
設
備
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

　
設
備
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
、
共
同

住
宅
の
う
ち
、

　
*
就
寝
の
用
に
供
す
る
居
室（
寝
室
）

　
*
階
段（
寝
室
が
あ
る
階
）

　
*
台
所（�

神
戸
市
で
は
条
例
で
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
）

第10回 警報設備①

こ
の
前
、
う
ち
の
お

店
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル

で
急
に
ベ
ル
が
鳴
っ
て

び
っ
く
り
し
ち
ゃっ
た
。

ど
ん
な
設
備
な
の
？

次
回
は

「
警
報
設
備
②
」で
す
。

熱
や
煙
、
炎
な
ど
の
火
災
の

発
生
を「
感
知
器
」で
感
知
し
、
管
理
室
や
防
災
セ
ン
タ
ー

に
あ
る「
受
信
機
」に
信
号
が
送
ら
れ
る
。
受
信
機
は
そ

の
信
号
を
受
け
廊
下
に
あ
る
ベ
ル
な
ど
の「
音
響
装
置
」

で
建
物
内
の
人
に
知
ら
せ
る
ん
だ
。

ま
た
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て
火
災
を
知
ら
せ
る「
発
信
機
」

も
あ
る
ぞ
。

今回は、建物の関係者に火災の発生などを素早く知
らせる設備である「警報設備」のうち、「自動火災報知
設備」のほか「住宅用火災警報器」について説明します。

火
災
以
外
で
自
動
火
災
報
知
設
備
が
作
動
す
る
原
因

に
、
い
た
ず
ら
や
、
間
違
っ
て
発
信
機
を
押
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

ま
た
、
感
知
器
が
何
ら
か
の
誤
作
動（
急
な
温
度
上

昇
、
結
露
、
調
理
中
の
熱
や
水
蒸
気
、
老
朽
化
な
ど
）

で
受
信
機
に
信
号
が
送
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

自
動
火
災
報
知
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
物
の
関

係
者
は
定
期
に
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
作
動

し
た
場
合
の
操
作
方
法
を
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。

そ
れ
は
火
災
を
知
ら
せ
る

「
警
報
設
備
」が
鳴
っ
た
み
た
い
だ
。

こ
の
建
物
に
は
、
火
災
に
至
る
直
前
や
発
生

初
期
段
階
に
自
動
的
に
い
ち
早
く
知
ら
せ
て

く
れ
る「
自
動
火
災
報
知
設
備
」が
設
置
さ
れ

て
い
る
ん
だ
。

感
知
器
に
よ
く
似
た
も
の
と
し
て
、
自
動
火
災
報
知
設
備

の
設
置
義
務
の
な
い
共
同
住
宅
や
一
般
の
住
宅
内
で
の

火
災
を
知
ら
せ
る
も
の
と
し
て
、
寝
室
な
ど
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

わし、
寿命十年やねん…

総合盤
（発信機
　＋音響装置＋表示灯）

受信機

感知器

音が鳴ったら
どこで作動したか
現場確認！

発信機を
間違って押した例

神戸市消防局非公認キャラクター
警報器　古伊蔵さん
（けいほうき　ふるいぞう）

非火災報の原因（例）
空調

調理による煙・熱
虫の侵入・殺虫剤散布

ホコリ・粉塵
浴室からの湯気
腐食・機器の不良
気象に起因するもの

いたずら
不明

今
回
は
お
客
さ
ん
が
ボ
タ
ン

を
間
違
っ
て
押
し
た
み
た
い

な
の
。


